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無
料
船
員
職
業
紹
介
許
可
事
業
者
及
び
そ
の
従

業
者
は
両
替
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
等
と
す
る
兼
業
の
制
限
を
廃
止
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
三
七
条
関
係
）

３

船
員
派
遣
事
業
に
関
す
る
規
定
の
整
備

船
員
派
遣
事
業
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
者
と
し
て
、
暴
力
団
員
等
を
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
五
六
条
関
係
）

派
遣
船
員
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
、
船
員
派
遣

の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
五
の
１
の

船
舶
所
有
者
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
等

と
し
た
。（
第
八
九
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五

項
並
び
に
第
九
一
条
〜
第
九
一
条
の
三
関
係
）

４

指
導
監
督
に
関
す
る
規
定
の
整
備

国
土
交
通
大
臣
が
公
表
す
る
指
針
等
の
対
象

に
、
求
人
者
及
び
船
員
労
務
供
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
を
追
加
す
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
九
六

条
、
第
九
七
条
、
第
一
〇
〇
条
及
び
第
一
〇
二
条

関
係
）

国
土
交
通
大
臣
は
、
求
人
者
又
は
船
員
労
務
供

給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
１
の

の
規
定
に
違

反
し
て
い
る
と
き
等
は
、
違
反
を
是
正
等
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
と
し
た
。（
第
九
八
条
関

係
）

５

罰
則
の
追
加

虚
偽
の
条
件
を
提
示
し
て
、
地
方
運
輸
局
長
等
に

求
人
の
申
込
み
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
、
六
月
以
下

の
懲
役
又
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
一
三
条
第
九
号
関
係
）

七

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条

第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、同
条
第
三
項
を
削
り
、

同
条
第
四
項
中
「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五

項
中
「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
学

長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
学
長
選
考
会

議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
学
長
選
考
会
議
」を「
学

長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
八
項
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
五
項
」
を
「
第
十
七
条
第
六
項
」
に
、「
前
条
第
七
項
」
を
「
前
条
第
六
項
」
に

改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
七
項
」
を
「
第
十
二
条
第
六
項
」
に
、「
学
長
選
考
会
議
」を「
学
長
選
考
・

監
察
会
議
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
掲
げ
る
理
事
」
を
「
定
め
る
理
事
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
を「（
役
員
の
解
任
等
）」に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
十
七
条
第
七

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
二
項
及
び

第
三
項
」
に
、「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

学
長
選
考
・
監
察
会
議
は
、
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
、
又
は
学
長
が
前
二
項
に
規
定

す
る
場
合
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
長
に
対
し
、
職
務
の
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
国
立
大
学
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

（
政
令
第
一
五
六
号
）（
文
部
科
学
省
）

一

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

国
立
大
学
法
人
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
に
よ

る
出
資
の
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
そ

の
他
国
立
大
学
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
に
伴
う
所
要
の
改
正

を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

二

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
施
行
令
に
つ
い
て
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

三

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す

る
法
律
施
行
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

四

経
過
措
置

１

国
が
国
立
大
学
法
人
小
樽
商
科
大
学
及
び
国
立
大

学
法
人
北
見
工
業
大
学
並
び
に
国
立
大
学
法
人
奈
良

教
育
大
学
か
ら
承
継
す
る
資
産
の
範
囲
等
に
つ
い
て

定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

２

国
立
大
学
法
人
北
海
道
国
立
大
学
機
構
又
は
国
立

大
学
法
人
奈
良
国
立
大
学
機
構
が
行
う
も
の
と
さ
れ

る
国
立
大
学
法
人
小
樽
商
科
大
学
及
び
国
立
大
学
法

人
北
見
工
業
大
学
又
は
国
立
大
学
法
人
奈
良
教
育
大

学
の
積
立
金
の
処
分
に
係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

３

国
立
大
学
法
人
小
樽
商
科
大
学
及
び
国
立
大
学
法

人
北
見
工
業
大
学
並
び
に
国
立
大
学
法
人
奈
良
教
育

大
学
の
解
散
の
登
記
の
嘱
託
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ

と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

４

改
正
法
附
則
第
六
条
第
三
項
の
評
価
委
員
の
任
命

等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

五

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
四
の
４
に
つ
い
て
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

国
立
大
学
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
五
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
四
十
一
号

国
立
大
学
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
七
項
と
す
る
。

第
七
条
第
八
項
中
「
準
用
通
則
法
」
の
下
に「（
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
三
号
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
三
項
に
」
を
「
第
四
項
に
」
に
改
め
、「
二
人
」
の
下
に「（
二
以
上
の
国
立
大
学
を
設
置
す
る

国
立
大
学
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
設
置
す
る
国
立
大
学
の
数
に
一
を
加
え
た
員
数
）」を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
同
条

第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
置
く
監
事
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
は
、
常
勤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
及
び
年
度
計
画
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
十
七
条

第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
学
長
選
考
会
議
」
を
「
学
長
選
考
・
監
察
会
議
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
中
「
学
長
」
の
下
に「（
当
該
役
員
が
学
長
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
学
長
及
び
次
条
第
二
項
に
規

定
す
る
学
長
選
考
・
監
察
会
議
）」を
加
え
る
。
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